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囲
碁
と
仏
教
の
関
係
は
深
い
。

　
本
因
坊
と
い
う
名
跡
は
、
京
都
寂
光

寺
の
一
算
砂
の
住
坊
に
由
来
す
る
。
奈

良
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
囲
碁
は
、

戦
国
時
代
末
期
に
出
現
し
た
こ
の
僧
に

よ
っ
て
洗
練
さ
れ
、
芸
道
の
域
に
ま
で

高
め
ら
れ
た
。

　
囲
碁
の
目
的
は
、
単
に
趣
味
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
手
羽
と
い
う
言
葉
が
示
す

よ
う
に
、
先
ず
人
と
人
と
の
交
流
。
更

に
自
ら
を
見
つ
め
深
め
高
め
る
精
神
修

養
で
も
あ
る
。
こ
の
凛
と
し
た
精
神
こ

そ
仏
教
に
通
じ
る
。
囲
碁
を
た
し
な
む

僧
が
多
い
こ
と
も
う
な
づ
け
る
。

　
本
会
主
催
の
囲
碁
大
会
は
、
そ
の
囲

碁
を
通
じ
て
、
宗
派
を
越
え
た
親
睦
を

は
か
ろ
う
と
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
は

じ
ま
っ
た
。

　
第
四
回
目
の
今
回
は
、
真
宗
大
谷
派

の
御
好
意
に
よ
り
、
京
都
の
名
勝
枳
殻

邸
（
東
本
願
寺
飛
地
境
内
）
を
会
場
と

し
、
緑
に
囲
ま
れ
た
静
寂
の
中
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
約
六
十
五
名
に
よ
っ
て

熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

〔
写
真
は
そ
の
対
局
・
関
連
記
事
七
面
〕
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部
落
解
放

本

制

千
二
百
入
が
参
集
し
て
開
く

満
席
の
総
決
起
集
会
の
会
場

　
第
二
回
部
落
解
放
基
本
法
制

定
を
求
め
る
宗
教
者
総
決
起
集

会
（
主
題
一
い
の
ち
あ
る
限
り

共
に
生
き
よ
う
一
）
が
、
本
会
、

同
宗
連
な
ど
七
団
体
か
ら
な
る

実
行
委
員
会
に
よ
る
主
催
で
、

去
る
九
月
三
十
日
午
後
一
時
よ

り
東
京
千
代
田
区
の
九
段
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト

教
、
神
道
、
新
宗
教
な
ど
の
諸

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
す
る
若
槻
全
仏
理
事
長

団
体
か
ら
約
千
二
百
人
が
参
加
。
九
段
会
館
大

ホ
ー
ル
は
三
階
ま
で
満
席
と
い
う
大
盛
会
と
な

っ
た
。

　
開
会
に
際
し
、
主
催
者
を
代
表
し
て
若
槻
修

道
実
行
委
員
長
（
全
仏
理
事
長
）
が
あ
い
さ
つ
。

「
宗
教
者
が
差
別
を
助
長
し
て
き
た
と
い
う
歴

史
的
事
実
を
、
十
三
の
心
を
も
っ
て
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
総
決
起
集
会
を
契
機

に
、
宗
教
者
の
力
を
結
集
し
て
、
一
日
も
早
く

基
本
法
が
制
定
さ
れ
る
よ
う
強
く
推
進
し
て
い

く
」
と
述
べ
、
「
基
本
法
」
実
現
は
宗
教
者
の
責

務
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
国
民
運
動
中
央
実
行

委
の
上
杉
佐
一
郎
氏
、
東
京
同
三
連
代
表
副

幹
事
、
「
基
本
法
」
制
定
要
求
推
進
国

民
運
動
の
篠
崎
副
本
部
長
、
人
権
を

考
え
る
文
化
関
係
者
の
会
を
代
表
し

た
俳
優
の
三
国
連
太
郎
氏
が
た
ち
、

「
基
本
法
」
制
定
の
必
要
性
を
訴
え

た
。　
続
い
て
、
国
民
運
動
京
都
府
実
行

委
の
広
瀬
呆
師
に
よ
る
基
調
講
演
。

宗
教
者
と
し
て
、
差
別
問
題
を
自
分

自
身
の
問
題
と
し
て
、
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く

必
要
性
を
強
調
。
ま
た
発
題
と
し
て
演
壇
に
立

っ
た
大
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
の
李
清
一
氏
は
、
在

日
韓
国
人
が
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
い
か
に

不
当
な
差
別
を
受
け
て
き
た
か
を
述
べ
、
さ
ら

に
今
回
の
外
国
人
登
録
法
の
指
紋
押
捺
制
度
が

人
権
侵
害
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し

た
。　
記
念
講
演
は
町
田
宗
夫
師
。
町
田
師
は
、
一

九
七
九
年
、
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
に
お
い
て
「
日
本
に
は

　
　
　
…
講
演
す
る
町
田
宗
夫
師
…

部
落
問
題
は
な
い
し
と
発
言
。
い
わ
ゆ
る
町
田

差
別
発
言
を
ひ
き
お
こ
し
た
過
去
が
あ
る
が
、

今
回
の
講
演
で
は
、
そ
の
差
別
発
言
に
よ
っ
て

数
回
に
わ
た
る
糾
弾
を
受
け
、
自
ら
の
心
を
掘

り
起
こ
し
、
心
の
奥
底
に
潜
む
差
別
心
を
自
覚

し
て
い
っ
た
過
程
を
、
深
い
自
己
反
省
を
込
め

て
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
こ
そ
宗
教
者
と
し
て
、

同
和
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が

あ
る
と
訴
え
た
。

　
最
後
に
、
大
会
宣
言
（
決
議
案
）
が
提
示
さ

れ
、
参
加
者
の
拍
手
に
よ
っ
て
採
択
。
そ
の
決

議
（
別
掲
）
は
、
政
府
・
自
民
党
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
省
庁
に
提
出
さ
れ
る
。
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総
決
起
集
会
大
会
宣
言
（
決
議
）

　
わ
た
し
た
ち
は
、
ひ
と
の
い
の
ち
の
大
切

さ
を
十
分
に
知
り
な
が
ら
、
差
別
と
抑
圧
の

中
で
、
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
求

め
さ
け
び
続
け
て
こ
ら
れ
た
人
び
と
を
直
視

し
て
こ
な
か
っ
た
。

　
今
日
わ
が
国
に
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め

と
す
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
差
別
、
ア
イ
ヌ

民
族
差
別
、
沖
縄
の
人
び
と
に
対
す
る
差
別
、

障
害
者
差
別
、
女
性
差
別
等
の
差
別
が
厳
然

と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
宗
教
者
は
、
日
本
に

あ
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
か
ら
自
己
の
差
別
体
質

に
目
覚
め
、
部
落
差
別
に
苦
し
む
人
び
と
の

人
権
確
立
の
た
め
の
「
部
落
解
放
基
本
法
」

の
制
定
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

確
信
し
ま
し
た
。

　
「
部
落
解
放
基
本
法
」
が
、
外
国
人
登
録

法
の
指
紋
押
捺
制
度
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
民

族
差
別
等
に
苦
し
む
人
び
と
の
人
権
を
も
含

む
、
わ
が
国
の
「
人
権
法
」
に
つ
な
が
っ
て

い
き
、
全
て
の
人
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
た

め
に
、
国
家
が
法
律
を
制
定
し
、
平
和
と
平

等
と
反
差
別
の
社
会
づ
く
り
に
努
力
す
る
責

任
と
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
参
加
者
一
同
は
、
前
回
に
ひ
き
つ

づ
き
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
を
求
め
、

以
下
の
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

　
L
　
部
落
差
別
の
体
質
を
自
己
切
開
す
る

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

臓～
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開かれた都道府県仏教会代表者会議

五
項
目
に
つ
き
協
議

　
第
二
回
部
落
解
放
基
本
法
制
定
を
求
め
る
宗

教
者
総
決
起
集
会
を
翌
日
に
ひ
か
え
た
九
月
二

十
九
日
置
東
京
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
で
は
今
年

度
二
回
目
の
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。

　
午
後
二
時
、
斎
藤
社
会
部
長
の
司
会
で
会
議

は
始
ま
り
、
ま
ず
野
口
善
雄
事
務
総
長
が
導
師

を
つ
と
め
て
三
帰
依
文
を
唱
和
。
続
い
て
同
事

務
総
長
挨
拶
の
後
、
本
間
孝
康
神
奈
川
県
仏
教

会
事
務
局
長
を
座
長
に
選
出
、
協
議
に
入
っ
た
。

　
　
協
議
事
項

　
と
と
も
に
、
部
落
差
別
問
題
の
正
し
い

　
自
覚
と
認
識
を
全
国
、
全
世
界
の
す
べ

　
て
の
人
々
に
訴
え
、
共
に
差
別
撤
廃
の

　
た
め
に
真
摯
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
。

2。

ｯ
和
対
策
審
議
会
答
申
に
も
と
づ

　
き
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
制
定
の
た

　
め
に
、
政
府
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
政

　
党
、
立
法
機
関
に
お
い
て
、
よ
り
積
極

　
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
要

　
面
す
る
。

以
上
決
議
す
る
。

一
九
八
六
年
九
月
三
十
日

第
二
回
　
部
落
解
放
基
本
法
制
定
を
求
め
る

宗
教
者
総
決
起
集
会
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①
税
務
対
策
に
つ
い
て

　
石
川
財
務
部
長
が
本
会
の
税
務
対
策
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
。
税
制
改
正
に
対
す
る
「
要
望

書
」
を
自
由
民
主
党
税
制
調
査
会
へ
提
出
し
た

件
（
全
仏
十
月
号
に
掲
載
）
、
ま
た
税
務
署
か
ら

の
「
お
尋
ね
」
が
中
止
さ
れ
た
件
（
本
号
『
法

律
相
談
』
に
詳
細
を
掲
載
）
を
報
告
し
た
。
こ

の
「
お
尋
ね
」
に
つ
い
て
は
、
実
際
「
お
尋
ね
」

を
受
け
た
中
村
啓
識
新
潟
県
仏
教
会
会
長
か
ら
、

具
体
的
な
現
地
報
告
が
な
さ
れ
た
。

②
同
和
推
進
に
つ
い
て

　
大
山
同
和
推
進
部
長
か
ら
部
落
解
放
基
本
法

に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
が
な
さ
れ
、
第
二
回
部

落
解
放
基
本
法
制
定
を
も
と
め
る
宗
教
者
総
決

起
集
会
へ
の
協
力
が
要
請
さ
れ
た
。
ま
た
去
る

九
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
宗
教
部
会
に
つ
い
て

鞍驚油引鱒
●商品番号K－210

厳（大）価格12，000円

●商品番号K－200

厳（小）価格10，000円
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府
，
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酷の奪門メーカー
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社
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僧衣・和服用洋傘のご案内

132cm
（122cm）

　　　　　　「厳」は大型サイズ。

　　　　　　（一般洋傘の1．5倍、

　　　　　　骨も2倍の16本使用）

和傘の美しさに、

洋傘の丈夫さと軽さを加えて、

風雅に仕上げました。
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の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

③
国
会
議
員
と
の
懇
親
会
に
つ
い
て

　
来
る
九
月
二
十
九
日
に
は
、
本
会
と
本
会
に

関
わ
り
の
深
い
自
由
民
主
党
国
会
議
員
と
の
交

流
を
は
か
り
た
く
懇
親
会
を
開
催
す
る
旨
、
斎

藤
社
会
部
長
よ
り
報
告
。
質
疑
応
答
の
後
、
仏

教
会
代
表
者
の
参
加
協
力
が
確
認
さ
れ
た
。

④
W
F
B
大
会
参
加
の
要
請
に
つ
い
て

　
第
十
五
回
世
界
仏
教
徒
会
議
が
本
年
十
一
月

二
十
七
日
よ
り
六
日
間
ネ
パ
ー
ル
、
カ
ト
マ
ン

ズ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
小
峰
国
際
文
化
部

埼玉、青森県で

次
長
が
こ
れ
に
つ
き
報
告
。
参
加
の
要
請
が
な

さ
れ
た
。

⑤
ル
ン
ビ
ニ
三
園
復
興
計
画
に
つ
い
て

　
小
峰
国
際
文
化
部
次
長
が
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園

復
興
協
力
金
一
覧
を
提
示
し
、
協
力
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
現
状
を
説
明
。
出
席
者
か
ら
、

よ
り
具
体
的
な
資
料
の
請
求
が
あ
っ
た
。
．

⑥
そ
の
他

　
第
十
九
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
、
第
四
回
囲

碁
大
会
、
『
白
い
道
』
の
映
画
化
に
つ
い
て
案
内

が
な
さ
れ
た
。
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仏教徒大会
秋シーズンの先陣

　
埼
玉
県
の
佛
教
徒
大
会
は
、

所
沢
市
の
山
口
観
音
金
乗
院
に
お
い
て
、

に
佛
教
を
活
か
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
か
ら
約
五
百
人
が
参
集
。
由
緒
あ
る
古
寺
の

本
堂
は
ぎ
っ
し
り
。
荒
泉
弘
憲
実
行
委
員
長
の

開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
地
元
僧
侶
に
よ
る

法
要
。
山
本
道
隆
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
本
会
事

務
総
長
、
所
沢
市
長
、
市
議
会
議
長
の
祝
辞
に

続
い
て
、
N
H
K
ド
ラ
マ
な
ど
で
お
な
じ
み
の

　
毎
年
、
秋
も

深
ま
る
こ
の
時

期
に
な
る
と
、

各
地
で
仏
教
徒

大
会
開
催
の
声

が
聞
こ
え
て
く

る
が
、
今
年
も

そ
の
先
陣
を
き

っ
て
、
去
る
＋

月
九
日
に
、
埼

玉
県
、
青
森
県

が
仏
教
徒
大
会

を
開
催
し
た
。

今
年
で
九
回
目
。

　
　
　
「
現
代

　
　
　
県
内
各

の
放
送
作
家
高
橋
玄
洋
氏
が
、
「
文
学
と
仏
教

一
こ
こ
ろ
の
不
思
議
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を

し
た
。
昼
食
を
は
さ
ん
で
、
意
見
発
表
。
住
職
、

総
代
、
佛
婦
、
佛
青
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
が
、

仏
教
や
寺
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
た
。
こ
の
後
、

大
会
宣
言
文
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
閉
会
と
な
っ

た
。　
一
方
、
青
森
県
仏
教
徒
大
会
は
、
青
森
市
に

あ
る
県
営
体
育
館
に
お
い
て
、
「
礼
拝
を
通
し
て

円
満
な
家
庭
と
す
ご
や
か
な
青
少
年
の
育
成
を
」

を
テ
ー
マ
に
、
約
千
八
百
五
十
人
が
参
集
。
会

場
は
超
満
員
と
な
っ
た
。
長
谷
部
憲
誠
実
行
委

貝
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
楠
美
知
行
名
誉
大
会

長
に
よ
る
三
帰
平
文
唱
和
、
上
田
出
石
大
会
長

あ
い
さ
つ
、
祝
辞
と
続
き
、
自
流
各
講
に
よ
る

一
一
、
青
森
県
仏
教
徒
物
故
者
慰
霊
、
青
森
二

仏
教
会
功
労
者
表
彰
も
行
な
わ
れ
た
。
記
念
講

演
は
、
直
木
賞
作
家
の
寺
内
大
吉
師
。
演
題
は

「
日
本
人
の
心
に
潤
い
を
」
。
そ
の
後
、
清
興
と

し
て
民
謡
が
披
露
さ
れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。
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『
心
の
時
代
』
『
第
三
次
宗
教
ブ
ー

ム
』
と
呼
ば
れ
る
現
代
、
宗
教
や
入

の
心
は
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
本
誌
は
“
社
会
の
鏡
”

と
い
わ
れ
る
新
聞
か
ら
、
仏
教
を
は

じ
め
と
す
る
諸
宗
教
に
関
連
し
た
記

事
、
心
の
あ
り
よ
う
に
触
れ
た
記
事

を
、
そ
の
ま
ま
集
録
す
る
と
と
も
に
、

各
種
の
デ
ー
タ
・
特
集
な
ど
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
り
ま
す
。

付中

遠
藤
周
作
闘

●
デ
ー
タ
情
報
　
●
雑
誌
記

事
情
報
　
●
新
聞
署
名
記
事

情
報
　
●
図
書
案
内
　
●
催

事
録
　
他

●
特
集

男
女
産
み
分
け

●
新
聞
記
事
情
報

8
月
の
新
聞
記
事
か
ら
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回答・全仏顧問弁護士

正浩長谷川

　
昭
和
六
十
一
年
七
月
八
日
、
群
馬
県
宗
教

連
盟
（
会
長
　
新
井
三
知
夫
救
世
真
教
会
長
）

は
、
宗
教
法
人
救
世
真
教
本
部
会
議
室
に
お

い
て
、
定
例
の
理
事
会
を
開
催
し
た
直
後
、

前
橋
税
務
署
法
人
税
源
泉
所
得
税
第
二
部
門

清
水
昭
夫
統
括
国
税
調
査
官
が
来
訪
。
「
事
業

内
容
等
の
照
会
文
書
」
を
出
席
者
に
配
布
し
、

八
月
末
よ
り
税
務
調
査
を
開
始
す
る
の
で
協

力
願
い
た
い
旨
を
述
べ
た
。

　
そ
こ
で
群
馬
県
宗
教
連
盟
は
、
財
団
法
人

日
本
宗
教
連
盟
（
日
宗
連
）
に
連
絡
。
日
宗

連
は
、
左
記
の
「
法
定
外
照
会
文
書
に
対
す

る
所
見
」
を
示
し
、
十
項
目
に
わ
た
る
質
問

書
を
前
橋
税
務
署
に
提
出
し
て
、
七
月
末
日

ま
で
に
文
書
に
よ
る
回
答
を
求
め
た
。

　
そ
の
後
、
文
書
に
よ
る
回
答
は
で
き
な
い

が
、
「
事
業
内
容
等
の
照
会
文
書
」
は
実
施

し
な
願
い
旨
、
担
当
官
か
ら
口
頭
で
日
宗
連
に

伝
え
ら
れ
た
。

　
地
域
の
仏
教
会
で
こ
の
よ
う
な
照
会
文
書

の
存
在
を
把
握
さ
れ
た
時
は
、
早
速
、
全
日

本
仏
教
会
事
務
局
に
御
連
絡
を
頂
き
た
い
。

法
定
外
照
会
交
書
に
対
す
る
所
見
（
抜
粋
）

　
（
前
略
）
日
本
宗
教
連
盟
は
、
か
ね
て
か

ら
法
定
外
「
照
会
文
書
」
及
び
そ
れ
に
対
す

る
法
定
外
書
面
の
提
出
要
求
に
関
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
所
見
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
傘

下
団
体
に
も
こ
の
所
見
に
添
っ
た
助
言
を
行

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

る
。　
②
税
務
官
庁
か
ら
の
照
会
に
従
い
提
出
を

要
求
さ
れ
る
法
令
に
定
め
の
な
い
文
書
、
い

わ
ゆ
る
法
定
外
書
面
の
提
出
は
、
納
税
者
の

自
由
意
志
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

い
か
な
る
形
に
し
ろ
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。

　
③
憲
法
三
十
一
条
の
法
定
の
手
続
き
の
保

障
の
趣
旨
に
従
い
、
税
務
官
庁
が
法
定
外
書

面
の
提
出
を
要
求
す
る
場
合
、
そ
の
具
体
的

・
合
理
的
理
由
を
開
示
し
、
任
意
提
出
で
あ

り
か
つ
不
提
出
に
よ
る
不
利
益
が
な
い
旨
を

明
記
し
、
面
立
者
の
自
発
的
協
力
に
期
待
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

税
務
署
か
ら
の
事
業
内
容

の
“
お
尋
ね
”
に
つ
い
て

　
ω
憲
法
三
十
条
は
、
国
民
の
納
税
義
務
を

憲
法
上
の
義
務
と
し
て
規
定
し
て
お
り
、
宗

教
人
は
納
税
者
と
し
て
憲
法
八
十
四
条
及
び

憲
法
三
十
一
条
の
趣
旨
に
沿
い
、
法
律
に
基

づ
き
か
つ
適
正
な
手
続
き
に
従
っ
た
徴
税
に

協
力
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
た
だ
、
宗
教

法
人
は
、
一
般
法
人
と
は
異
な
り
、
憲
法
二

十
条
の
信
教
の
自
由
・
政
教
分
離
及
び
宗
教

法
人
法
八
十
四
条
の
宗
教
上
の
特
性
・
慣
習

の
尊
重
規
定
の
適
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公

権
力
の
行
使
た
る
徴
税
が
宗
教
活
動
に
介
入

す
る
形
で
行
わ
れ
る
の
を
是
認
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
十
分
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ

　
㈲
憲
法
二
十
条
及
び
宗
教
法
人
法
八
十
四

条
の
も
と
で
、
税
務
官
庁
は
ま
っ
た
く
の
任

意
に
し
ろ
、
宗
教
法
人
の
本
来
の
宗
教
活
動

に
関
し
て
は
、
照
会
、
調
査
等
、
い
か
な
る

名
目
に
し
ろ
介
入
は
許
さ
れ
な
い
。

　
⑤
申
告
納
税
制
度
の
も
と
で
、
税
務
官
庁

の
行
う
課
税
処
分
（
更
正
・
決
定
等
）
は
、

納
税
義
務
確
定
権
行
使
を
補
完
す
る
第
二
次

的
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
税
務
調
査
権
は
、
法
定
申
告
期
限
の
経

過
に
よ
り
生
ず
る
わ
け
で
あ
り
、
法
令
で
例

外
的
に
明
文
で
許
容
す
る
場
合
を
除
き
、
法

定
期
限
前
の
調
査
、
い
わ
ゆ
る
事
前
調
査
は

違
法
で
あ
り
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事

前
調
査
違
法
の
法
理
は
、
法
定
外
「
照
会
文

書
」
が
実
質
的
に
事
前
調
査
に
相
当
す
る
場

合
に
も
当
て
は
ま
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

事
前
調
査
に
相
当
す
る
照
会
に
対
す
る
非
協

力
に
対
し
、
実
施
調
査
へ
の
切
替
え
等
の
不

利
益
を
課
す
こ
と
は
、
明
ら
か
に
行
政
権
の

乱
用
に
あ
た
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
憲
法

三
十
一
条
の
法
定
手
続
き
の
保
障
に
も
違
反

す
る
。

　
な
お
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
第
二

・
第
四
木
曜
日
午
後
口
時
か
ら
四
時
ま
で
、

長
谷
川
先
生
に
よ
る
「
法
律
無
料
相
談
室
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

目
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高
野
山
真
言
宗
に
お
い
て
、
同
和
問
題
と

か
か
わ
っ
て
い
く
つ
か
の
差
額
が
指
摘
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
外
部
か
ら

指
摘
さ
れ
、
そ
の
問
題
性
を
認
識
し
た
も
の

で
あ
り
、
謙
虚
に
宗
団
の
体
質
を
省
み
る
よ

い
機
会
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
宗
団
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
点
を
あ

げ
て
み
る
と
、
ω
鳥
編
沙
摩
明
王
お
札
、
②

差
別
戒
名
、
鋤
『
法
号
・
戒
名
の
附
け
方
及

解
説
』
、
ω
『
仏
前
勤
行
次
第
』
、
⑤
『
真
言

宗
実
践
双
書
』
、
⑥
『
性
霊
集
』
等
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
印
刷
さ
れ
た

文
書
の
内
容
に
つ
い

て
の
差
別
性
の
問
題

で
す
。

　
最
近
出
版
さ
れ
た

も
の
は
と
も
か
く
と

し
て
も
、
過
去
の
教

義
を
説
い
た
も
の
に

ま
で
、
い
ち
い
ち
点

●

●

●

O

し
、
江
戸
時
代
、
部
落
差
別
が
形
成
さ
れ
て

い
く
過
程
で
仏
教
界
も
深
い
か
か
わ
り
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
十
七
世
紀
に
確
立
す
る
寺

檀
制
度
、
そ
の
本
末
寺
院
制
度
の
確
立
と
と

も
に
、
被
差
別
部
落
の
寺
院
も
蓄
髪
系
統
の

中
に
統
一
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
被
差
別
部
落
の
古
い
寺
院
の
中
に
は
、
か

つ
て
は
真
言
宗
や
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
身
分
制
度
を
強
固
に
す
る
上
で
身
分
に

よ
っ
て
日
常
の
生
活
上
の
規
制
を
強
め
ま
す

が
、
宗
教
上
に
お
い
て
も
被
差
別
部
落
の
人

同
和
問
題
に
対
す
る
主
体
的
な
取
組
み

検
す
る
こ
と
に
批
判
的
な
見
方
も
あ
っ
て
、

仏
教
界
の
差
別
解
消
の
取
組
み
も
複
雑
と
い

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
他

か
ら
の
指
弾
さ
れ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
に
対
処
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
主

体
的
に
考
え
、
そ
の
こ
と
で
宮
盛
の
近
代
的

発
展
、
教
学
の
新
た
な
振
興
に
つ
な
が
る
よ

う
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
1
、
歴
史
を
通
し
て
考
え
る

　
真
言
宗
は
、
部
落
差
別
と
直
接
関
係
は
な

い
と
い
う
見
方
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
し
か

O

堀
井
　
濃
水
（
高
野
山
真
書
宗
同
和
委
員
会
専
門
委
員
）

た
ち
に
は
特
定
の
宗
派
に
統
制
さ
れ
、
改
宗

さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
例
も
あ
る
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
全
国
一
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
西
日
本
で
は
ほ
ぼ
統
一
的
で
す
。
し
た

が
っ
て
部
落
差
別
の
形
成
に
は
、
当
時
の
権

力
に
抗
し
き
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

仏
教
界
が
加
担
し
て
き
た
こ
と
を
深
く
反
省

す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
で
す
。

　
2
、
教
義
・
慣
習
に
つ
い
て
考
え
る

長
い
宗
論
の
歴
史
を
考
え
る
と
き
、
時
代

に
応
ヒ
、
時
の
情
勢
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
わ
か
り
易
く
教
え
を
説
い
て
き
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
封
建
社
会
に
お
い
て
も
、
明

治
以
後
戦
前
の
天
皇
制
の
下
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
説
き
方
が
あ
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
下
で
、
部
落
差
別
が
形
成
さ

れ
強
化
さ
れ
残
存
し
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、

直
接
部
落
差
別
に
触
れ
な
く
と
も
、
間
接
的

に
差
別
を
助
長
す
る
説
き
方
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
時
代
の
反
映
と
も
い
え
る
も

の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
代
に
説
か
れ
伝
わ
っ
た

も
の
を
丸
ご
と
大
事
に
今
日
に
伝
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
面
が
あ
り
ま
す
。
説
き
方
が

　
　
　
　
　
　
今
日
的
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か

　
　
　
　
　
　
見
る
目
を
養
う
必
要
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
無
批
判
に
従
っ
て

　
　
　
　
　
　
い
る
よ
う
な
教
義
・
慣
習
を

　
　
　
　
　
　
今
日
的
な
目
で
見
直
す
こ
と

　
　
　
　
　
　
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で

す
。
江
戸
時
代
や
明
治
以
後
戦
前
ま
で
の
時

代
に
つ
け
た
、
い
わ
ば
宗
団
の
垢
を
払
拭
す

る
こ
と
が
、
差
別
解
消
の
宗
団
と
し
て
の
主

体
的
取
り
組
み
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
3
、
僧
侶
の
生
き
方
を
と
お
し
て
考
え
る
幽

　
本
来
仏
の
慈
悲
を
説
く
仏
教
が
、
差
別
し

て
い
る
わ
け
が
な
い
と
い
う
傲
慢
さ
が
な
い

と
は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
権
門
社
寺
が
栄
え
た
裏
に
は
多
く
の
隷
属

さ
せ
ら
れ
た
人
び
と
が
い
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
寺
檀
制
度
の
も
と
で
基
盤

が
確
立
し
た
多
く
の
寺
院
に
あ
っ
て
、
そ
の

■

歴
史
に
安
住
し
、
寺
の
特
権
意
識
を
持
ち
続

け
て
い
る
僧
侶
が
い
る
こ
と
も
省
み
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
差
別
心
の
強
い
入
は
”
権
威
主
義
的
人
間
”

に
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
僧
侶
と
し
て
、
仏

の
道
を
説
き
、
差
別
解
消
に
率
先
垂
範
す
べ

き
者
が
、
差
別
助
長
に
つ
な
が
る
言
動
を
日

ご
ろ
と
っ
て
い
な
い
か
を
深
く
省
み
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
今
日
部
落
差
別
の
実
態
的
な
面
が
改
善
さ

れ
て
き
て
も
、
心
理
的
な
差
別
は
依
然
と
し

て
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
心
理
的

な
差
別
は
”
心
”
の
問
題
が
あ
る
だ
け
に
、

宗
教
界
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
部
分
が
大
き
い
と

い
え
ま
す
。

　
今
、
世
の
中
か
ら
指
弾
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
ら
に
つ
い
て
も
、
僧
自
ら
の
求
道
心
を

研
く
中
で
受
け
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ひ

と
り
ひ
と
り
の
そ
う
し
た
受
け
と
め
の
広
が

り
の
中
で
、
宗
団
が
旧
来
の
姿
か
ら
脱
皮
し
、

新
た
な
宗
教
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に

つ
な
い
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
問
題
事
象
に
対
し
て
明
解
な
解
答
が
出
さ

れ
る
こ
と
の
み
が
解
決
で
な
く
、
宗
団
の
日

日
の
実
践
に
お
い
て
、
今
日
的
に
世
の
人
び

と
の
信
頼
を
受
け
る
に
足
る
仏
道
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
と
き
、
真
の
解
決
に
近
づ
く

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

O
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A
ク
ラ
ス
優
勝
は
藤
岡
師

Aクラスの優勝決定戦

　
秋
雨
に
ぬ
れ
た
美
し
い
庭
園
と
、
そ
の
静
寂

と
は
対
照
的
な
火
花
を
散
ら
す
戦
い
。
1

　
表
紙
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
去
る
十
月
六

日
、
京
都
の
名
勝
枳
殻
邸
に
お
い
て
本
会
主
催

の
第
四
回
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
競
技
は
、
日
本
棋
院
藤
田
梧
郎
六
段
の
審
判

の
も
と
、
四
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
行
な
わ

れ
た
。
手
空
き
の
人
に
は
」
円
田
秀
樹
四
段
、

宮
下
鈴
枝
初
段
、
水
戸
夕
香
里
初
段
に
よ
る
指

導
碁
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
も
大

盛
況
。

　
今
大
会
の
話
題
は
、
会
場
の
枳
殻
邸
と
も
う

ひ
と
つ
、
お
膝
元
真
宗
大
谷
派
の
宗
務
総
長
古

賀
制
画
師
の
参
加
で
あ
る
。
古
賀
宗
務
総
長
、

期
待
に
違
わ
ず
（
？
）
見
事
B
ク
ラ
ス
（
三
・

四
段
）
優
勝
。
大
い
に
大
会
を
盛
り
あ
げ
た
。

　
ま
た
A
ク
ラ
ス
（
五
段
以
上
）
で
も
、
真
宗

大
谷
派
の
藤
岡
旧
師
が
、
白
熱
し
た
優
勝
決
定

戦
の
末
、
半
目
差
と
い
う
僅
差
で
勝
利
を
収
め
、

真
宗
大
谷
派
の
健
闘
が
目
立
つ
大
会
と
な
っ
た
。

　
競
技
の
結
果
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

A
ク
ラ
ス
〔
五
段
以
上
〕

優
　
勝
　
藤
岡
　
仁
（
真
宗
大
谷
派
）

準
優
勝
　
吉
河
寛
明
（
浄
土
宗
）

B
ク
ラ
ス
〔
三
、
四
段
〕

優
　
勝
　
古
賀
制
二
（
真
宗
大
谷
派
）

準
優
勝
　
里
見
秀
明
（
真
言
宗
智
山
派
）

C
ク
ラ
ス
〔
初
、
二
段
〕

優
　
勝
　
黒
帯
無
極
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

準
優
勝
　
長
野
隆
法
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

D
ク
ラ
ス
〔
一
級
以
下
〕

優
　
勝
　
村
田
俊
賢
（
真
言
宗
醍
醐
派
）

準
優
勝
　
大
塚
孝
範
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
各
ク
ラ
ス
優
勝
者
、
準
優
勝
者
に
は
全
仏
か

カップを授与される
古賀宗務総長（左）

ら
カ
ッ
プ
並
び
に
楯
が
授
与
さ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
懇
親
会
と
あ
い
な
っ
た
が
、
御
酒

が
進
む
に
つ
れ
、
国
体
と
同
じ
で
地
元
が
強
い

の
は
通
例
と
負
け
お
し
み
の
声
も
チ
ラ
ホ
ラ
。

と
も
あ
れ
A
・
B
両
ク
ラ
ス
、
真
宗
大
谷
派
制

覇
に
、
古
賀
宗
務
総
長
が
上
機
嫌
で
あ
っ
た
の

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
2
4
7
∠
7
ご
7
4
7
∠
乙
7
ご
7
ご
老
7
4
…
7
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
と
国

日本仏教文化会議

学士会館でひらく

に
発
足
し
た
こ
の
会
も
、

　
今
年
度
は
、
『
仏
と
酒
と
男
女
の
仲
一
仏
教
倫

理
と
現
代
1
』
が
テ
ー
マ
で
、
東
方
学
院
長
中

村
元
先
生
の
基
調
講
演
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
今
回
は
特
別

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
芥
川
賞
作
家
の
重
兼
芳
子
氏

も
参
加
。
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
し
て
の
御
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
会
議
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
本
誌
来
月
号
に
特
集
記
事
と
し
て
掲
載

す
る
予
定
で
あ
る
。

際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー

の
主
催
に
よ
る
。
第
1
9

回
日
本
仏
教
文
化
会
議

が
、
去
る
十
月
十
五
日

に
、
東
京
千
代
田
区
の

学
士
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　
社
会
的
に
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
事
柄

を
仏
教
の
立
場
か
ら
批

判
し
、
検
討
し
、
そ
の

問
題
の
正
し
い
解
決
に

寄
与
し
よ
う
と
い
う
目

的
で
、
昭
和
三
十
八
年

　
今
回
で
十
九
回
目
。

子どもたちにこそ伝えたい！
セッ｝く建価3，灘

≡劃4

今よみがえる、み仏の教え。

　．　　観　▲　　　　　　　　　　　　定価餐500円

●興昧深いお話から経典の精神が伝わります。 ●“ほとけの心”と’3・れあえる、心のやすらぐ絵本です。

嵩縦鰐欝跨繍韮需まみ賭魏壕編騨離2。文．
いたわりの心、いつくしみの心を育てる

かんのぎよう
文・矢崎節夫

絵・関屋敏隆
團ねはん
文・棋　晧志／絵・吉崎正巳

●各巻に「解説」「Q＆A」のコーナーを設け、

仏教に関する素朴な疑問にも答えます。

紬の心翻蟻壁キ痴鋤1ラレバル館擁磯麟騨糟罫川醐
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…
　
本
会
主
催
に
よ
る
第
六
一
同
一
一
一
会
…

”
は
、
　
「
仏
教
徒
の
行
動
－
自
ら
の
部
落
差
”

…
別
の
事
実
に
せ
ま
る
一
」
を
テ
ー
マ
に
、
…

”
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
”

…
　
毎
年
、
四
仏
加
盟
の
宗
派
、
都
道
府
県
…

”
仏
教
会
、
諸
団
体
か
ら
多
く
の
方
に
参
加
“

…
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
…

…
は
、
よ
り
具
体
的
な
観
点
か
ら
「
業
問
題
」
…

…
を
掘
り
下
げ
て
い
く
研
修
に
し
た
い
と
計
…

…
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
奮
っ
て
…

　　　●　●　●　●　　●　●　9　●　●　●　●　●o　o　o

12

視
椏
s
で
第
6
回

…
御
参
加
下
さ
い
。

…　

厲
栫
@
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
九
・

…
　
　
＋
日

…　

?
黶
@
知
恩
院
　
和
順
会
館
（
京
都
）

…
基
調
藩

　
　
沖
浦
和
光
氏
（
桃
山
学
院
大
学
教
授
）
”

…　

@
　
仏
教
に
お
け
る
身
分
差
別
の
観
念
…

“
　
　
　
　
1
「
業
」
と
「
種
姓
」
に
つ
い
て
一
”

…　

?
?
@
　
一
万
円
（
予
定
）
　
　
　
　
　
…

　
医
置
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
「
墜
【
匪
邑
■
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十
月
七
日
、
八
十
三
歳
で
遷
化
。

真
言
宗
智
山
派
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
貫
首
。

真
言
宗
智
山
派
宗
機
顧
問
。

　
杜
多
信
雄
師
（
二
仏
常
務
理
事
）

　
十
月
三
十
一
日
、
七
十
四
歳
で
遷
化
。

天
台
宗
務
総
長
。
杜
多
国
際
文
化
部
長
の
御
尊

父
。

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
一
B
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
宮
入
俊
光
師
（
全
一
常
務
理
事
）

　
十
月
二
十
二
日
、
七
十
歳
で
遷
化
。

浄
土
宗
東
京
事
務
所
長
。

　
訂
正
　
前
号
、
表
紙
で
、
「
解
放
同
盟
」
　
を

「
解
放
同
明
」
、
ま
た
第
四
頁
で
は
、
「
山
岡
賢

次
」
を
誤
っ
て
、
「
山
岡
賢
治
」
と
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
つ
つ

し
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

増
齢
獲
眞
録
峯
　
［
古

九八六三
日日日日

十十十
六五三
日日日

　
十
八
日

二
＋
一
日

二
＋
二
日

二
十
三
日

二
＋
四
日

二
＋
七
日

二
＋
九
日

三
＋
日

局
内
会
議

囲
碁
大
会
開
催

地
対
協
研
修
会

同
和
委
員
会

埼
玉
・
青
森
県
仏
教
徒
大
会

法
律
相
談
室

9
・
3
0
総
括
会
議

日
本
仏
教
文
化
会
議
開
催

局
内
会
議

日
宗
連
理
事
会
出
席

地
対
協
特
別
委
員
会

日
韓
交
流
大
会
出
席
（
仙
台
）

同
和
委
員
長
副
委
員
長
会
議

税
務
委
員
会

法
律
相
談
室

日
宗
連
幹
事
続
出
席

局
内
会
議

包
管
研
打
合
会

長
野
県
仏
教
徒
大
会

讃
禧
歌
公
演
出
席

理
事
会

議
員
懇
親
会

宮
入
師
葬
儀
出
席

山一の「サンライ勃は、ご家庭のパ

ソコンでリアルタイムの証券情報を

見ながらその場で売買注文もでき

る画期的なサービスシステムです；

●リアルタイム株価などの証券情報が得られま実

●株価チャートをご覧いただけます』

●ご家庭で株式の売買注文ができます。

ご利用時間　朝7：00～翌朝1：00
（日曝・祝祭日および第2・3土曜日はご利用になれません。）

楽平日8：00～18：00豪土曜（第2・3を除く）8：00～14：00

「サンライン」専用お問合わせ電話（通話料金無料）

容（局番なし）0120－001234
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